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１．略歴(その１）
学歴・学位
1974年3月：富⼭県⽴富⼭中部⾼等学校 卒業.

1973年10月6日，エジプトとシリアがイスラエルを攻撃
第4次中東戦争勃発⇒石油ショック⇒狂乱物価上昇：stagflation

1974年4月～1978年3月：名古屋⼤学 ⼯学部 機械学科
古屋義正 研究室：流体機械講座で卒業研究
題目： 「希薄気体と個体面の干渉に関する研究」
指導教員：藤本哲夫先生（三重大学）

1978年4月～1980年3月：
名古屋⼤学 ⼤学院⼯学研究科 博⼠前期課程

機械⼯学及び機械⼯学第⼆専攻
中村育雄 研究室：流体機械講座で修士研究
題目： 「乱流噴流の拡散に関する研究」
指導教員：中村育雄先生，宮田勝文先生

1980年4月～1983年3月：
同上専攻 博⼠後期課程 3⽉末：単位取得退学
中村育雄研究室：流体機械講座で博士研究

研究テーマ： 「乱流拡散の実験的研究」
指導教員：中村育雄先生

1984年11月：⼯学博⼠（名古屋⼤学）
題目：「吸光度法による乱流拡散に実験的研究」

中村育雄先生
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１．略歴(その２） 職歴
1983年4月 -1984年3月: 名古屋⼤学 助⼿（⼯学部）
1984年4月 -1987年3月: 名古屋⼤学 助⼿（教養部・図学教室）

1984(昭和59)年8月8日に発足した臨時教育審議会（臨教審）による
「第三の教育改革」，所謂「教養部改革」の審議が始まる．

1987年4月 -1988年3月: 名古屋⼤学 講師（教養部）
1987（昭和62）年9月，大学審議会が発足．

1988年4月 -1991年7月: 名古屋⼤学 講師（⼯学部）
（1988年4月1日- 1988年9⽉30⽇：名古屋大学講師（教養部）に併任）

1991（平成3）年の大学設置基準の改訂（大綱化）
⇒教育科目の区分の廃止⇒教養部の廃⽌・４年⼀貫教育の実施の検討

1991年8月 - 1997年3月: 名古屋⼤学 助教授（⼯学部）
1993（平成5）年には教養部廃止、情報文化学部設置
翌年から4年一貫教育が導入された．

1997年4月 - 2001年3月: 名古屋⼤学 助教授（⼯学研究科）
2001年4月 - 現在: 名古屋⼤学 教授（⼯学研究科）

2004（平成16）年 国⽴⼤学法⼈ 名古屋⼤学 設⽴
2020（令和2）年4月 東海国立大学機構設立

*（1989年8月 - 1990年11月，1994年10月- 1995年3月）
英国ケンブリッジ大学 DAMTP

（Department of Applied Mathematics 
and Theoretical Physics） 客員研究員 （Prof. J.C.R. Hunt)

*
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１．略歴(その３） 職歴続き
• 1989年8月 – 1990年11月，1994年10月 – 1995年3月 英国ケンブリッジ⼤学

DAMTP （Department of Applied Mathematics and Theoretical Physics） 客員研究員

Photo by Jill Paton-Walsh ,
Proc. Natl. Acad. Sci., USA Vol.111, 
No.10, March 11, 2014, pp.3650-3652) より

部門長
Prof. 
Keith 
Moffatt

Prof. J. Christos VASSILICOS
H.P.より フランス国立科学研究
センター 主任研究員

ETC4, Delft 1992 小森 悟 先生
（京大名誉教授）

〇Prof. R.J. Perkins（リヨン大学教授）
〇Prof. J.C.H. Fung（香港科技大教授）
〇杉本信正先生（阪大名誉教授）
〇小屋口剛博先生（東大，地震研教授）
〇花崎秀史先生（京大教授）
〇牛島達夫（名工大准教授）
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１．略歴(その３） 職歴続き（助教授時代）
• DAMTP （Department of Applied Mathematics and Theoretical Physics） 客員研究員

運動学的モデルによる乱流拡散シミュレーション法の開発

点源プルームと円柱の干渉
（角田先生：山梨大学
JFM(1993), 246, pp.419-442）

点源プルームと球の干渉
（劉身健さん：AMEC副社長
PoF（1994）,6-11, pp.3621-3629）
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円柱前方の乱れ強さの変化
JSME Int. J. Ser. B (1998) pp.115-122.
酒井雅晴氏（現（株）デンソー） によるデータ

ランダムフーリエモード法＋急激変形理論 (RDT: Rapid Distortion Theory)

𝐿/𝑑 ≪ 1.0

𝐿/𝑑 ≫ 1.0

Appl. Sc. Res., 51(1993), pp.547-553  Sakai,Y. et.al
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２．研究室での出世間法
2001（平成13）年4月名古屋⼤学 教授（⼯学研究科）に着任

機械情報システム工学専攻 統計シミュレーション工学講座

機械・航空工学科 機械システム工学コース
（電子機械工学コース，航空宇宙工学コース）

教育・研究の方針： 除災招福の普遍的な道はあるのか？
⇒おそらくないと思われる．

（「道の道とすべきは真の道に非ず」：老子）
⇒菜根譚に曰く，「早秋は晩成するに如かざることや」
⇒ならばここはしっかり腰を落ち着けて伝統を守り，研究室内

での発表とセミナーを通じて，学生諸君とともに勉学・研究に
励もう！

〇研究室内での発表：コロキウム（Colloquium）
⇒月に1度は自分の研究の進捗状況を報告する．

〇セミナー：授業でしっかりした教科書を熟読する．
⇒教科書に出てくる数式はすべて自分で導出する．
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§2.1 コロキウムの原義（The Concise Oxford Dictionary より）

Colloquium: an academic conference or seminar
←Colloquy : (1) the act of conversing

(2) a conversation
(3) a gathering for discussion of theological question

§2.2 コロキウムの目的（恩師：中村育雄先生から引き継ぎ）

１．各人の勉学を助け，他の研究の理解
発表の練習．自分の話を聞いてもらうために人の話を聞く．

２．卒論・修論・博論完成の月ごよみとなる．
論文の骨格の形成強化，論文の緒論の準備（3枚の図，一つの式）
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§2.3  学問の姿勢と独創性
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◎人生出発の心得三ヶ条

「知的人生に贈る」
田中菊雄 著 三笠書房

1 .健全な思想 ---努力すれば必ず報いられる
と信じる

「事の成るは成るの日に成るに非らず」

2.善良な習慣 ---習慣は第二の天性
「整理」の習慣をつけよ．青春時代のへーゲル

3. 賢明な企画 ---才能と環境にあわせた企画
無理な企画は禁物

〇「夫れ志は気の師なり．気は体の充なり．
夫れ志は至れり，気は次ぐ．故に日く，
其の志を持し，其の気を暴うなかれ」 孟子

〇「志気合一すれば百事もなせる．」 田中菊雄
〇「日々是好日 ---日に新たに，日々に新たに」

碧巌録：雲門文偃
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§2.4 セミナー：授業でしっかりした教科書を熟読する．

Stephen B. Pope
2000
First Edition
Cambridge Univ. Press.

Peter A. Davidson
2004 
First Edition
Oxford Univ. Press

Pierre Sagaut & 
Claude Cambon

2008
First Edition
Cambridge Univ. Press.
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３．視之不⾒，研究の道

学位審査

平成11年度：久保 貴 「化学反応を伴う乱流拡散に関する研究」
平成12年度：岡⽥吉弘 「軸対称噴流中の物質拡散に関する実験的研究」
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------

平成13年度：伊藤隆英 「スクロール圧縮機の脈動騒音予測および性能改善に関する研究」

平成16年度：⽥中伸彦 「二次元噴流のコヒーレント構造発展に関する実験的研究」

平成18年度：内⽥健児 「高シュミット数物質噴流拡散場の統計的特性に関する実験的研究」

平成21年度：鈴⽊博貴 「乱流境界層の構造とスカラー輸送に及ぼす境界層外乱れの
影響に関する研究」

平成24年度：TERASIMA Osamu（寺島修）
“Experimental Study on the Intermittent Flow Phenomena 

in a Turbulent Jet and a Boundary Layer”
平成25年度：渡邉智昭 「化学反応を伴う乱流拡散および混合現象に関する研究」
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平成26年度：WU Nannan （呉楠楠）
“Investigation of the Influence of Initial Condition on  the Spatial 
Development of Plane Jets Using Direct Numerical Simulation”   

XIA Shuang （夏 爽）
“Direct Numerical Simulations on the Development of Boundary

Layer  with Heat Transfer under the Effects of External and 
Internal  Disturbances”   

ZHOU Yi  （周 毅）
“Direct Numerical Simulations on Grid-Generated Turbulence”

平成27年度：KITAMURA Takuya (北村拓也）
“Characteristics of Grid-Turbulence and Turbulence Modulation

after Interacting with a Shock Wave”

平成29年度：三浦健介 「半デルタ翼形状タブによる軸対称噴流の混合拡散制御」

平成30年度：TAKAHASHI Mamoru （高橋護）
“Transport Mechanism of Turbulent Momentum Flux in a Plane Jet”   

TAKAMURE Kotaro  （高牟禮 光太郎）
“Influence of Large-Scale Structure on Momentum and  Scalar 
Transfer   Process in Spatially-developing Shear Mixing Layer” 

令和元年度：KADU Pravin Ananta
“Investigation of the Influence of Initial Condition on 

the Spatial Development of Plane Jets Using Direct 
Numerical Simulation”   
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学術誌論文累計数
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統計流体工学研究グループの研究：
乱流現象の解明と制御

（乱流拡散・混合・反応流，乱流構造，バイオ流体力学）
⇒ 実験，理論，数値シミュレーションの強力な連携

結果は真に“明証なる事象か？”，
分析，統合，枚挙の規則を堅守

【Ⅰ】乱流拡散・混合・反応流

従来の吸光光度法による濃度計の
概念図

( ) ( ) ( ){ }00
expp pE S sI l daµ l l b l G l

¥

= -ò

・吸光光度法による濃度計の改良

一般にEpと濃度Γαの関係は各光学要素
のスペクトル特性（I0(λ)、β(λ)、Sp(λ)）
の影響を受け、単純なランバート・
ベーアの法則に従わない．

{ }expp AlCE aG-¹
・多成分物質の瞬時濃度計測
・空間分解能の向上
・速度と濃度の同時計測
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液相における吸光スペクトル法による多成分濃度計の

開発と拡散・混合・反応場の解明：

A+C

R +A+B+C

B x y

化学反応を伴う乱流噴流

光ファイバ形吸光スペクトル濃度計

久保 貴 ⽒： 「化学反応を伴う乱流拡散に関する研究」

渡邉智昭 ⽒： 「化学反応を伴う乱流拡散および混合現象に関する研究」
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速度と濃度の同時計測

反射透過型光ファイバプローブ

噴流の速度と濃度
の同時測定

角田先生（山梨大学）
劉身健さん（AMEC副社長）
PoF（1994）,6-11, pp.3621-3629

岡⽥吉弘⽒： 「軸対称噴流中の物質拡散に関する実験的研究」

内⽥健児 「高シュミット数物質噴流拡散場の統計的特性に関する実験的研究」
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空間分解能の向上

u レーザーの照射，蛍光の受光に先端がレンズ加工された光ファイバを用いた．

光ファイバLIF法の開発（岩野助教）

水中でレーザーの照射と蛍光の受光を行うことにより，焦点距離の短いレンズを使用できる．

φ
 125 μm

102 μm

φ 2.6 μm

125 μm
光ファイバ

実際の写真

レーザー光蛍光

~2.6 µm
u ビームスポットを精度よく重ねることにより，
約2.6 µmの空間分解能を達成

（既往研究は数十 μm ～数百μm）
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数値シミュレーションによる研究

x
y

周囲流
(反応物質B)

噴流
(反応物質A)

GP
GP00

GP0: 量論混合時の生成物質の最大濃度

生成物質Pの瞬時濃度 (Da = 1) 

周囲流
(反応物質B)

渡邉智昭氏による
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【Ⅱ】乱流構造と拡散・混合現象の解明
背景：気相CO2・空気混合気の濃度・速度同時測定法 （特許第3353069号）

熱線プローブ

CO2流と空気流のE-U特性二本の熱線の出力（E 1,E 2）
から濃度Γと流速U のペア（Γ,U )
を決定する方法を確立した。
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distance:0.4 mm

格子乱流中のCO2噴流拡散場の研究

CISM International 
Centre for Mechanical 
Sciences, Courses and 
Lectures Vol.568,
Springer, (2016-6),
Edited by 

Yasuhiko Sakai＆
Christos Vassilicos
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二次元噴流のコヒーレント構造発展に関する実験的研究 (田中伸彦氏 学位論文）
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二次元噴流のフラッピング現象の構造？ その発生機構？



27

KL展開の

３つモードに
よる構造

フラッピング現象と
横断的な流れの発生

2006年度: 日本機械学会賞
（論文賞）

乱流・非乱流界面現象を
明らかにする必要がある。
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Flow

Measurement volume
1.5 mm × 0.7 mm 
× 0.7 mm

Hot-wire probe 1

Hot-wire probe 2

Pressure probe

2.0 mm

提唱した乱流/非乱流界面に存在する渦構造モデル

乱流領域

非乱流領域界面層
b:テイラースケール長

Turbulent Region

Laminar Region

乱流/非乱流界面の圧力による乱れエネルギ輸送機構
（寺島修氏：博士論文）

拡張型固有直交展開法：
速度と圧力の特徴構造
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乱流運動量フラックスの輸送機構 （高橋護氏：学位論文）

u1>0,u2>0
(Q1)

u1<0,u2<0
(Q3)

u1<0,u2>0
(Q2)

u1>0,u2<0
(Q4)

馬蹄型渦構造周辺に非回転シート構造
Q1とQ3運動が衝突し別の方向への運動
を 生成することでレイノルズ応力が消滅
する
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乱流混合層における逆勾配輸送現象（高牟禮光太郎氏：学位論文）

流下方向
勾配が急になる

・・・運動量が速度勾配に逆らって輸送

0.0y/
L 

0.7 0.8 0.9
x/L 

kδU=0.15

)/( yup ¶¶-

C = 0.95

C = 0.05

/Pmax

発達遷移領域

軸対称乱流噴流の拡散抑制現象の解明（三浦健介氏：学位論文）

Y.Ito, K.Miura, Y.Sakai & K.Iwano (Int. J. Heat 
& Mass Transfer, Vol.118, 2018, pp.1218-1230)
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格子乱流の非平衡減衰現象の解明
（鈴木博貴氏 ：学位論文, Zhou Yi（周毅）氏：学位論文）

Contour of U The Q value Contour of P
101 1020.95

1

1.05

1.1

1.15

1.2

1.25

 present DNS

u r
m
s

/ v
rm

s

大スケールの異方性

x/M – x0/M

Extreme Events:激しい渦干渉

非平衡乱流の研究



t2-t1=0.01024 s > 乱流の有する時間スケール

Ø 衝撃波が通過するとき，速度の信号は
不連続になる．

0.03 0.04 0.05 0.06

10

20

 Shock wave

 Time [s]

 u
 [m
/s
]

 t2-t1

 t2-t1  t2-t1

 t2-t1

格子乱流と衝撃波の干渉 （北村拓也氏：学位論文）

Schlieren photography at x=1,200 mm.

U

乱流

x

Ø急激変形理論（RDT）にて解析的に予想
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４．学会と共同研究の活動
所属学会
日本機械学会 (JSME，フェロー), 日本流体力学会 (JSFM，フェロー), ターボ機械協会
(TSJ), 日本混相流学会(JSMF), 可視化情報学会 (VSJ), 日本物理学会(JPS), 東海熱流体
研究会 (TIFHE). 

主な学会活動暦
2017年4月 -2018年3月: 日本機械学会(JSME) 東海支部 支部長
2011年4月 - 2012年3月: 日本機械学会(JSME) 流体工学部門 部門長
2009年10月- 2012年9月: 日本機械学会流体工学部門
「噴流，後流およびはく離流れの基礎と先進的応用に関する研究分科会」主査

2008年4月 - 2010年3月: ターボ機械協会 (TSJ) 理事
2008年4月 - 2010年3月: 日本流体力学会(JSFM) 理事
2007年4月 - 2008年3月: 日本流体力学会中部支部 支部長.
2006年4月 - 2008年3月:  Editor in Chief of 

Journal of Fluid Science and Technology (JFST) of JSME.
2004年4月 - 2006年3月: 日本流体力学会(JSFM) 中部支部 庶務幹事
2002年4月 - 2006年3月:  Editor of International Journal of JSME (Series B).
2002 年4月 - 2003年3月: 日本機械学会(JSME) 東海支部 庶務幹事.
2000 年4月 - 2002年3月: 日本流体力学会(JSFM) 評議員
1998 年4月 - 2001年3月: 東海流体熱工学研究会(TIFHE) 庶務理事
1996年4月 - 1997年3月: 日本機械学会(JSME) 流体工学部門 幹事
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「噴流，後流およびはく離流れの基礎と先進的応用に関する研究分科会」
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国際会議・ワークショップ開催（議長）

Co-chair: 3rd EPSRC ERCOFTAC Workshop on Turbulent Flows 
Generated/Designed in Multiscale/Fractal Ways: Fundamentals and 
Applications (27-28 March 2014, London, U.K.)

Chair：4th International Conference on Jets, Wakes and Separated Flows
(ICJWSF2013)，September 17-21, 2013，IB Building in Nagoya 
University, Nagoya, Japan

Co-chair: 9th China-Japan Workshop on Turbulent Flows (CJWTF9)
(15-18 October 2012, Xian, China)

Co-chair: 2nd UK-Japan Bilateral Workshop and 1st ERCOFTAC Workshop 
on Turbulent Flows Generated/Designed in Multiscale/Fractal Ways: 
Fundamentals and Applications (26-27 March 2012, London, U.K.)

Co-chair: 1st UK-Japan Bilateral Workshop on Turbulent Flows 
Generated/Designed in Multiscale/Fractal Ways: Fundamentals and 
Applications (28-29 March 2011, London, U.K.)
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2nd UK-Japan Bilateral and 1st Ercoftac Workshop on 
Turbulent Flows Generated/designed in Multiscale/fractal Ways: 
Fundamentals and Applications

（2012年3月26, 27日にImperial College Londonにて開催）における集合写真
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4th International 
Conference on Jets, 
Wakes and Separated 
Flows
(ICJWSF2013)，
September 17-21, 
2013，
IB Building 
in Nagoya University, 
Nagoya, Japan
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共同研究

2005年11月～ 2006年03月：（三菱重工株式会社 名古屋研究所： 伊藤隆英氏）
地球温暖化防止新技術開発プログラム
ノンフロン型省エネ冷凍空調システム開発
「業務分野向けノンフロン型省エネ冷凍空調システム開発
超臨界CO2熱搬送二次冷媒式ヒートポンプ空調機の開発 」
独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

2007年06月～ 2008年03月：「気中キャビテーション噴流による洗浄技術の開発」 ,
タケウチテクノ（株）

2006年10月～ 2007年03月：「超臨界CO2熱搬送用ポンプの開発 」，
三菱重工株式会社

2007年06月～ 2008年03月：「量産性を考慮した超臨界CO2熱搬送用ポンプの開発」, 
三菱重工業株式会社

2010年07月～継続中：「ファン翼間流れの剥離・再付着現象に関する研究」
「翼間流れの渦制御によるファン性能向上に関する研究」
株式会社デンソー 酒井雅晴氏，他

2006年09月～ 2007年03月：自動車用シロッコファンの騒音低減に関する研究, 
株式会社デンソー

2017年03月～ 2017年11月:超小型速度・濃度計測用プローブの開発 ,,
三菱重工業株式会社
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５．学内活動
〇2001（H13）年度～2021（R2）年度：

工学研究科機械航空系専攻
主任(1回)、専攻長(2回)、副専攻長(2回)
工学部機械・航空宇宙工学科長（初代）

〇2012（H24）年4月～2018(H30年)3月： 工学研究科創造工学センター長
(学内外のものづくり・創造性教育に携わる）

スタッフ：

・兼子一重先生
・加藤智子さん
・松崎規子さん
・皆川清さん

・山本浩治さん他
技術職員の皆様
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６．学外活動

2014年4月- 2016年3月：東北大学流体科学研究所運営委員会
及び共同研究委員会 委員

2014年4月- 2015年3月：名古屋高速道路公社東山トンネルの安全に関する
技術検討委員会 委員 （天井の取り外し）

2014年3月5日：（財）電力中央研究所エネルギー技術研究所「研究評価委員」
（熱流体・反応数値解析研究評価会委員）

2012年12月-2014年3月：日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員

2007年4月-2008年3月：東山トンネル防災設備の維持・管理に関する

検討委員会 委員長

1999年4月-2003年3月：東海北陸自動車道 飛騨トンネル換気運用

検討委員会 委員

1999年4月-2002年3月：高速1号東山トンネル防災・換気検討委員会 委員
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７．研究室⾏事 4月 ・お花見 ・新入生歓迎コンパ
8月～9月 ・実験棟ピット掃除
9月 ・研究室旅行
12月 ・年末大掃除
3月 ・追い出しコンパ ・卒業式

平成25年度研究室旅行(H25.6.6-7,養老・彦根）

平成31年度卒業式
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８．まとめ
⾃然な「ながれ」に⾝をゆだねて,⼊学以来38年が経過：

視之不⾒ （⽼⼦道徳経 上篇 第14項）
未だ⼈⽣途上，今後も⾃分の「微明なる道」を⾒つける努⼒をしていこう．

心の支え （代表的日本人：内村鑑三著， 鈴木範久訳 岩波文庫）

西郷隆盛（精神基盤は陽明学）
道は一つのみ「是か非か」

心は常に鋼鉄
貧困は偉人をつくり
功業は難中に生まれる．

上杉鷹山（江戸時代，米沢藩主，行政改革，財政改革）
「為せば成る 為さねば成らぬ何事も 成らぬは人の 為さぬなりけり」

二宮尊徳（農民聖者）
「ただ魂のみ至誠であれば，よく天地をも動かす」
「万物には自然の道がある」 いわば「自然」の流れのなかに
身を置き，その流れを助けたり強めたりするのです．
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中江藤樹（近江聖人）
「“学者”とは，徳によって与えられる名であって，学識による
のはない」

日蓮上人（南無妙法蓮華経）
わが国最初の辻説法を開始した． 「立正安国論」
ひとり世に抗す姿勢堅持すること

永い間お世話になりなりました．
すべての皆様に感謝・御礼申し上げます．
特に，

恩師： 古屋義正先生，中村育雄先生のお言葉

“⼈のまえを横切るな”
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妻：幸⼦， 長女：⼣梨⼦， 次女：芙弥⼦， 三女：瞳
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ご清聴ありがとうございました．


